
日野市表彰式
各分野から22人が受章

▶社会福祉功労
杉山　幹雄（西平山在住）
石川　ちづ子（栄町在住）
一ノ瀬　妙子（豊田在住）
大澤　晃（東平山在住）

▶社会教育功労
古賀　孝昭（大字日野在住）
▶青少年育成功労
土方　光代（石田在住）

▶農林水産功労
立川　登美江（栄町在住）
髙橋　博（南平在住）
▶中小企業功労
榎田　光仁（東豊田在住）

▶地方自治功労
秋山　薫（日野台在住）
山口　達夫（豊田在住）
露木　肇子（八王子市在住）
▶市民自治功労
佐藤　シズ子（平山在住）
清水　昭子（新井在住）
上田　美惠（万願寺在住）
山口　茂樹（万願寺在住）
▶防災功労
下田　次雄（高幡在住）
庵田　秀雄（落川在住）
▶防犯功労
松枝　力（大字日野在住）
▶交通安全功労
井上　幸男（大字日野在住）
佐藤　司（大字日野在住）
▶生活文化功労
井上　雅雄（日野本町在住）

受章者一覧（敬称略・順不同）

1111月月33日㈷日㈷

　日野市の市制施行（昭和3８年）記念日に当たる11月3日「文化の日」に、市民生活と文化の向上に貢献された方々の功績
をたたえ、「日野市表彰式」が行われました。今年は多くの分野から計22人の方々が受章されました。また、当日は令
和3年に文化事業功労を受章された「光バンド」の皆さまによる演奏があり、会場を温かく包んでいただきました。

1000576ID 問 総務課(☎042-５14-８12８)

1003597ID 問 高齢福祉課（☎042-５14-８49５）

日野市高齢者民間住宅家賃助成制度のご案内

対 次の要件にすべて当てはまる世帯①満６５歳以上の1人暮らしの方または
満６５歳以上の方と満６0歳以上の方で構成されている②世帯全員が日野市の
住民基本台帳に登録があり、市内に引き続き3年以上住所を有している③民
間アパート、借家または借間に自らが居住し、その家賃を支払っている※
公共公営住宅（シルバーピア、公社住宅など）、UR（旧公団住宅）および社
宅などに居住していない④現に生活保護を受けていない⑤令和3年（1月〜12
月）の世帯全員の収入合計が右記により算出した収入基準額以内
￥ 助成額…世帯当たり家賃月額の3分の1の額（上限10,000円。年3回（4月・８
月・12月）指定口座へ振り込み）
申 事前に問い合わせの上、市役所2階高齢福祉課へ以下の書類を持参また
は郵送
Ⓐ 住宅賃貸借契約書の写し
Ⓑ  令和3年（1月〜12月）の収入を証明するもの（年金受給者…公的年金源泉徴

収票の写し、年金が振り込まれている預金通帳の写しなど、給与所得者
…源泉徴収票の写し、給与明細の写しなど）

Ⓒ預金通帳の写し（振込先の情報を確認）

　市では、高齢者の居住の安定と福祉の向上を図ることを目的として、民間アパートなどにお住まいの高齢者世帯に
対し、家賃の一部助成を行っています。詳細はお問い合わせください。

▶基礎算定額
1人世帯

65～69歳 1,178,385円
70～74歳 1,174,927円
75歳以上 1,108,848円

2人世帯
いずれも74歳以下 1,894,937円

74歳以下と75歳以上 1,836,130円
いずれも75歳以上 1,777,324円

1003833ID

問 健康課（☎042-５８1-4111）

日 2月7日㈫〜1８日㈯※2月10日㈮・11日㈷・1５日㈬を除く。
すべて午前。時間帯指定不可 場 生活・保健センター 対 昭
和５８年4月1日以前生まれで、年度内に他に当該がん検診
の受診機会がない市民。ただし、次の方は胃がん・肺が
ん検診不可①妊娠中、妊娠の可能性がある②胃腸や肺の
病気などで治療中③バリウムを飲んで異常が出た（胃が
ん検診のみ不可）④令和3〜4年度に内視鏡による胃がん
検診を受診した方および受診予定の方（胃がん検診のみ
不可）※胃がん・肺がん検診は、段差のある検診車に乗
車したり、検診台の上で姿勢変更あり 定 約73５人※申込
多数の場合は抽選 他 検診は一つから申込可。2月17日㈮
は生後６カ月〜未就学児の保育あり。受診決定者には1月
27日㈮ごろ通知発送 申 12月23日㈮（消印有効）までに〒
191-0011日野本町1-６-2生活・保健センター内健康課が
ん検診係へ はがき（1人1通）、電子申請または健康課窓口へ

①希望する検診名②住所③氏名（ふりがな）④性別⑤生年
月日⑥年齢⑦電話番号⑧検診希望日を第3希望まで（希望
日なしの場合はその旨）⑨過去を含み喫煙歴
のある方のみ喫煙指数（1日本数×喫煙年数）
⑩保育希望の有無、子どもの年齢

▲電子申請

胃がん・肺がん・大腸がん検診

国保データヘルス　
微量アルブミン尿検査実施状況のお知らせ

　この検査は、腎臓の機能が低下する前兆として尿から検出される微量な「アルブミン」
というタンパク質を測定する尿の検査であり、糖尿病性腎症重症化予防の川上対策と
して実施しています。主に早期腎症期の方を対象とし、早期発見・早期治療により糖
尿病性腎症の進行を抑えることを目的としています。対象者は、国民健康保険被保険
者で前年度の特定健診の結果からHbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）が６％以上かつ、
尿タンパクが出ていない（－）またはわずかに出ている（±）方です。

　令和3年度の微量アルブミン尿検査受診者1,47６人のうち、微量アルブミン尿の陽性
者は32８人（22.2％）で、このうち６0人（受診者の4.1％、陽性者の1８.3％）を早期治療につ
なげることができました。

　本検査により令和2年度に治療開始となり治療を継続している方で、
令和3年度の特定健診の結果が追跡できる方（44人）を分析しました。
分析対象項目は、「収縮期血圧」「拡張期血圧」「血清クレアチニン」「空
腹時血糖」「HbA1c」「尿タンパク」で、治療開始当時の令和2年度の
特定健診の数値と翌年の令和3年度の健診数値を「正常値」「保健指導
判定値」「受診勧奨判定値」の区分で相対的に比較しました。
　その結果、治療開始時と比較して特定健診の数値が「改善した」が1８
人（40.9％）、健診数値を「維持した」が14人（31.８％）、健診数値が「改善・
維持できず」が12人（27.3％）でした。以上のことから、改善または維
持できた方が44人中32人（72.7％）で、多数の方の糖尿病性腎症の進行
を抑えられているといえます。
　本検査の対象となり受診券が届きましたら、ぜひ受診してください。

令和3年度の微量アルブミン尿検査結果から

令和2年度の本検査後治療開始者のその後の特定健診結果

改善した改善した
1８人(40.9%)1８人(40.9%)

維持した維持した
14人(31.８%)14人(31.８%)

改善・維持できず改善・維持できず
12人(27.3%)12人(27.3%)

治療開始 ６0人治療開始 ６0人

治療なし 2６８人治療なし 2６８人

陽性者32８人中

検査数値が改善
または維持した

44人中32人（72.7％）

□令和3年度
微量アルブミン尿検査
陽性者に占める
治療開始者数

□令和2年度微量アルブミン尿検査での
治療開始者の令和3年度の健診結果の傾向

□令和3年度微量アルブミン尿検査 受診者数
対象者 受診者 未受診者 受診率

2,511人 1,476人 1,035人  58.8%

1013126ID 問 保険年金課（☎042-５14-８27６）

検診名 検診内容※結果は後日郵送 自己負担額

胃がん 検診車で胃部X線撮影（バリウムを使用） 800円

肺がん
胸部X線直接撮影
※50歳以上で喫煙指数（1日本数×喫煙年数）が
600以上の方のみ喀

かく
たん検査あり

600円

大腸がん 便潜血検査（2日法） 200円

※ 自己負担金は当日会場で支払いを。下記の必要書類を受け付けに提出すると
無料で受診可

①生活保護受給証明書②中国残留邦人等支援給付受給証明書③健康保険証※今
年度40歳を迎える方（昭和５7年4月2日〜 ５８年4月1日生まれの方）

▶収入基準額の算出方法
収入基準額＝
 （家賃額×12カ月）+基礎算定額
※  家賃額が５3,700円（2人世帯の場合

は６4,000円）を超える場合は、そ
の額を家賃額として算出
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